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熊本地震が教えたもの

阿蘇の大地を訪ねて
～観光の復興を目指して～
みちづくし in 鹿児島 2016
躍道 ～地方の輝き創り　道守ネットワーク～

風景街道を行く
北九州おもてなしの
〝ゆっくりかいどう〟を巡る



　

熊
本
地
震
が
発
生
し
て
、
１
年
。
平
成
28

年
４
月
14
日
の
前
震
、
16
日
の
本
震
、
そ
し

て
４
０
０
０
回
を
超
え
た
余
震
。
特
に
28
時

間
の
間
に
震
度
７
と
い
う
強
震
が
連
続
的
に

襲
っ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
国

道
57
号
の
被
災
、
途
絶
、
シ
ン
ボ
ル
阿
蘇
大

橋
の
落
橋
、
県
道
28
号
（
熊
本
高
森
線
）
の

俵
山
ト
ン
ネ
ル
と
６
橋
の
損
壊
―
「
道
の
被

害
」
は
甚
大
だ
っ
た
。
道
路
は
縁
の
下
の
力

持
ち
で
、
社
会
、
暮
ら
し
を
支
え
で
あ
る
こ

と
が
、
身
に
染
み
て
教
え
ら
れ
た
地
震
体
験

で
も
あ
っ
た
。

○
道
を
、道
を
下
さ
い

　

被
災
地
を
訪
ね
て
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

俵
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど
県
道
28
号
の
復
旧
に
当

た
っ
た
工
事
担
当
者
の
話
だ
っ
た
。
南
阿
蘇

村
の
被
災
者
に
「
何
か
足
り
な
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
支
援
物
資
の
希
望
を
訪
ね

た
。
答
え
は
「
道
で
す
。
道
を
下
さ
い
」
だ
っ

た
と
い
う
。
一
番
、
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は

道
だ
っ
た
。

　

県
道
28
号
の
俵
山
ト
ン
ネ
ル
や
桑
鶴
大
橋

な
ど
は
地
震
動
と
火
山
地
層
の
弱
さ
も
重

な
っ
て
大
き
く
壊
れ
、
阿
蘇
大
橋
の
落
橋
と

共
に
、
熊
本
市
側
か
ら
南
阿
蘇
村
へ
の
道
は

閉
ざ
さ
れ
、
孤
立
し
た
。
傷
つ
い
た
人
々
の

救
援
、
支
援
物
資
の
調
達
か
ら
通
勤
通
学
ま

で
す
べ
て
が
「
う
回
路
」
を
通
し
て
行
わ
れ

た
。
う
回
路
・
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
は
、
国
交

省
の
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
を
中
心
に
「
啓
開
」

さ
れ
た
が
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
近
い
俵
山
山

頂
付
近
を
走
っ
て
い
る
。
冬
に
な
る
と
、
凍

結
、
降
雪
で
不
通
に
な
る
。

○
あ
り
が
と
う
、感
謝
し
ま
す

　

急
ぎ
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
俵
山

ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
と
６
つ
の
橋
を
迂
回
す
る

道
路
づ
く
り
だ
っ
た
。「
雪
の
降
る
前
ま
で
に

開
通
を
」
切
な
る
住
民
の
願
い
を
受
け
て
、

こ
の
工
事
は
、
24
時
間
、
突
貫
工
事
で
進
め

ら
れ
た
。
深
夜
ま
で
走
る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

に
、
村
民
は
苦
情
ど
こ
ろ
か
、「
あ
り
が
と

う
。
感
謝
し
ま
す
」
の
大
看
板
を
県
道
沿
い

に
掲
げ
た
。
異
例
な
こ
と
だ
。
そ
の
看
板
に

作
業
者
た
ち
も
奮
い
立
っ
た
と
い
う
。

　

長
野
敏
也
村
長
（
当
時
）
は
「
県
道
28
号

も
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
も
、
建
設
時
に
は
、
税

金
を
も
っ
と
他
に
使
う
べ
き
だ
」
の
声
を
聞

い
て
い
た
。「
し
か
し
、
も
し
、
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
が
な
か
っ
た
ら
、
村
は
ど
う
な
っ
て

い
た
こ
と
か
」
と
、
命
綱
に
な
っ
た
、
も
う

１
本
の
道
路
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
有
難
さ

を
振
り
返
る
。

○
も
う
一
本
の
道
を

　

国
道
57
号
は
同
村
立
野
の
大
規
模
な
斜
面

崩
壊
で
大
き
く
壊
れ
た
。
中
九
州
を
横
断
す

る
基
幹
道
路
が
途
絶
し
た
の
だ
。
50
万
㎥
と

言
う
膨
大
な
土
石
が
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
、
国
道
57

号
を
破
壊
し
、
阿
蘇
大
橋
を
落
橋
さ
せ
た
。

２
次
災
害
の
恐
れ
も
あ
り
、
工
事
に
な
か
な

か
着
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
４
月
復
興
事
務

所
が
現
地
に
開
設
さ
れ
、
本
格
復
旧
に
入
る

体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　

国
道
57
号
沿
い
の
道
の
駅
「
大
津
」
の
上

野
駅
長
は
「
道
は
繋
が
っ
て
初
め
て
、
道
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
身
に
染
み
て
わ
か
り

ま
し
た
」
と
言
う
。
痛
感
し
た
の
は
「
も
う

一
本
の
必
要
性
だ
。
地
震
後
「
中
九
州
道
の

早
期
実
現
を
」
と
多
く
の
住
民
が
訴
え
る
。

　

上
野
駅
長
は
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
「
う
回

路
」の
道
案
内
に
忙
し
い
。
被
災
時
は
、避
難

者
が
道
の
駅
に
殺
到
、
広
い
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
と
な
り
、
炊
き
だ
し
な
ど
救
援
に
追
わ

れ
た
。
南
阿
蘇
村
の
道
の
駅
「
あ
そ
望
く
ぎ

の
」
は
救
援
ヘ
リ
の
離
発
着
基
地
、
自
衛
隊

の
救
援
前
進
基
地
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
道

の
駅
も
道
の
駅
の
経
営
に
打
撃
を
受
け
な
が

ら
も
、
救
援
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

道
守
、
道
の
駅
、
風
景
街
道
の
三
者
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性
、
切
実

さ
も
ま
た
、
熊
本
地
震
が
教
え
た
も
の
だ
っ
た
。

国
道
57
号
、県
道
28
号
の
途
絶
、阿
蘇
大
橋
の
落
橋

24
時
間
、突
貫
工
事
に「
あ
り
が
と
う
」の
看
板

「
道
は
繋
が
っ
て
こ
そ
」を
実
感

熊本地震が
教えたもの
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古
代
か
ら
、
道
は
人
々
の
共
有
財
産
で
あ
っ

た
。
力
を
合
わ
せ
道
普
請
し
、
守
っ
て
き
た
。

道
は
街
を
作
り
、
産
業
を
興
し
、
文
化
を
運
び
、

人
々
を
結
び
つ
け
た
。
つ
い
、
こ
の
間
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
、
縄
跳
び

な
ど
で
、
明
る
い
歓
声
が
響
い
て
い
た
。
お
年

寄
り
は
、
縁
台
で
将
棋
を
さ
し
、
ほ
う
き
で
道

を
掃
き
、水
を
撒
く
お
母
さ
ん
の
姿
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
「
日
本
の
原
風
景
」
は
何
処
へ
行
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
高
速
道
路
や
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
道

は
整
備
さ
れ
、日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
多

発
す
る
事
故
、
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
。
何

よ
り
、
車
優
先
社
会
は
、
人
々
の
心
を
道
か
ら

遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。
自
宅
前
の
ご
み
や
雑
草

さ
え
知
ら
ん
顔
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
、
家
庭
ご
み
の
投
げ
捨
て
が
日
常
的

な
風
景
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
現
状
に
、
心
を
痛
め
、
清
掃
や
花
壇

作
り
、
植
樹
に
取
り
組
む
人
々
が
増
え
て
い

る
。行
政
ま
か
せ
か
ら
、「
道
は
み
ん
な
の
財
産
」

と
い
う
意
識
と
行
動
。
新
し
い
「
公
」
へ
の
動

き
が
芽
を
出
し
て
い
る
の
だ
。
行
政
と
住
民
が

手
を
携
え
「
協
働
」
で
道
を
守
る
と
い
う
新
し

い
意
識
の
潮
流
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
九
州
各

地
の
活
動
が
、
合
流
し
、
大
き
な
流
れ
に
な
っ

て
ゆ
く
。「
道
守
九
州
会
議
」
の
誕
生
だ
。

　

道
守
。
そ
の
由
来
は
遠
く
万
葉
の
昔
に
さ
か

の
ぼ
る
。
道
を
管
理
し
、
守
り
、
旅
人
の
飢
え

と
渇
き
を
癒
す
果
樹
を
沿
道
に
植
え
た
と
い

う
。現
代
の
道
守
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し「
道

と
人
の
新
し
い
縁
」
を
紡
ぐ
。

　

さ
あ
、
新
し
い
道
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
。

阿蘇の草原　あか牛放牧

01 熊本地震が教えたもの
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 ～観光の復興を目指して～
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 躍道  ～地方の輝き創り　道守ネットワーク～
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12 風景街道を行く
 北九州おもてなしの〝ゆっくりかいどう〟を巡る
14 海外道事情
 古くて、若い国トルコ
 高速道など巨大インフラ続々
 　　　　　　　　　米村享紘
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 ～観光の振興や道路空間の価値向上を期待～

16 道の駅のWi-Fiを活用した情報発信
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「
列
車
の
音
が
聞
こ
え
る
日
」を 

長
陽
駅
か
ら
復
興
へ

　

２
０
１
６
年
４
月
16
日
深
夜
１
時
25
分
、
熊
本

地
震
の
本
震
。
南
阿
蘇
に
移
り
住
ん
で
か
ら
の
平

和
な
生
活
が
一
変
し
て
生
き
伸
び
る
方
法
を
思
案

し
、
一
体
ど
う
こ
の
災
害
か
ら
家
族
を
守
り
、
近

隣
の
友
人
や
知
人
を
助
け
な
け
れ
ば
と
い
う
危
機

的
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
宅
は
、
倒
壊
し
な
か
っ
た
も
の
の
家
ご
と
一
回

転
さ
せ
た
よ
う
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
物
資
を
届
け
る
為
に
北
九
州
の
義
理

の
両
親
の
住
む
実
家
と
南
阿
蘇
を
何
度
も
往
復

し
、
義
援
金
を
世
界
中
の
友
人
か
ら
募
り
、
物
資

が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
、
や
っ
と
自
宅
や

被
災
の
牧
野
を
支
援
す
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
は
「
阿
蘇
の
緑
の
大

地
（
草
原
・
森
林
・
農
地
）
を
、
広
く
国
民
共
有

の
生
命
資
産
（
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
）
と
位
置
付

け
、
農
村
・
都
市
・
企
業
・
行
政
四
者
の
連
携
に

よ
り
、
後
世
へ
引
き
継
い
で
い
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

阿
蘇
の
草
原
保
全
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、
阿
蘇
の
草
原
で
も

道
路
の
崩
落
や
破
損
、
原
野
の
亀
裂
や
崩
落
、
土

砂
崩
れ
な
ど
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
、
阿
蘇
全

体
で
は
例
年
の
野
焼
き
面
積
約
１
６
，０
０
０
ｈ

ａ
の
う
ち
７
・
５
％
に
あ
た
る
１
２
０
０
ｈ
ａ
の

草
原
で
野
焼
き
の
中
止
が
決
定
。
中
で
も
南
阿
蘇

村
で
は
村
の

36
％
に
あ
た

る
５
５
７
ｈ

ａ
で
野
焼
き

を
断
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

た
だ
地
元
と

し
て
は
、
今

南
阿
蘇
鉄
道・中
松
駅

　

南
阿
蘇
鉄
道
の
中
松
駅
の
管
理
人
を
預
か
っ
た
そ

の
日
の
夜
、
熊
本
を
地
震
の
本
震
が
襲
い
ま
し
た
。

　

幸
い
、
駅
舎
に
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
鉄

道
へ
の
被
害
は
甚
大
で
今
も
中
松
駅
よ
り
先
は
不

通
と
な
っ
た
ま
ま
で
す
。

　

震
災
か
ら
３
ヶ
月
半
後
の
７
月
31
日
、
ト
ロ
ッ

コ
列
車
が
高
森
駅
と
中
松
駅
間
の
運
行
を
再
開
し

た
の
を
機
に
、
駅
の
施
設
を
カ
フ
ェ
と
子
ど
も
の

遊
び
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

地
震
の
影
響
で
止
め
る
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

駅
や
建
物
は
人
が
集
っ
て
こ
そ
、
地
域
と
共
に

生
き
て
い
ま
す
。

　

遊
び
場
の
少
な
い
南
阿
蘇
で
子
ど
も
達
の
集
え

る
場
所
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
ぐ
場
所
、
誰

も
が
公
平
に
来
れ
る
一
番
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
所
。

　

そ
し
て
、
観
光
の
お
客
様
を
迎
え
る
玄
関
口
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

中
松
駅
で
は
近
く
の
水
源
の
水
の
飲
み
比
べ
や
、

映
画
の
ロ
ケ
地
の
視
点
か
ら
の
観
光
案
内
の
他
、

地
元
の
子
ど
も
達
と
旅
行
中
の
子
が
一
緒
に
遊
べ

る
子
ど
も
達
の
居
場
所
で
す
。

　

そ
の
場
所
を
守
り
、
駅
と
い
う
特
性
を
生
か
し

て
、
今
後
も
地
域
と
観
光
の
お
客
様
を
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
中
松
駅
管
理
人　

髙
嶋
千
恵
）

長
陽
駅
の
被
害
状
況
を
確
認
し
、
近
所
の
人
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
片
付
け
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

久
永
屋
の
あ
る
南
阿
蘇
鉄
道
長
陽
駅
の
建
物

は
、
以
前
か
ら
の
耐
震
補
強
を
済
ま
せ
た
お
陰
も

あ
り
、
築
88
年
の
古
い
駅
舎
は
、
壁
の
亀
裂
な
ど

は
あ
る
も
の
の
無
事
で
し
た
。
生
活
す
る
の
も
ま

ま
な
ら
な
い
村
の
中
で
、
の
ん
き
に
資
本
ケ
ー
キ

を
焼
い
て
珈
琲
を
提
供
す
る
事
に
葛
藤
が
あ
り
ま

し
た
が
、
地
元
の
子
供
達
の
書
い
て
く
れ
た
手
紙

や
絵
に
励
ま
さ
れ
Ｇ
Ｗ
の
翌
週
か
ら
は
、
営
業
を

再
開
し
ま
し
た
。

　

未
だ
に
南
阿
蘇
鉄
道
は
、
長
陽
か
ら
立
野
区
間

の
被
害
が
甚
大
で
、
半
分
の
路
線
し
か
運
行
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
久
永
屋
が
被
害
の
大
き
か
っ

た
長
陽
地
区
で
元
気
に
営
業
す
る
事
が
復
興
へ
の

活
力
に
な
り
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
復
旧
の
力
添
え
に

な
れ
ば
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
陽
駅
に
も
列
車
の
音
が
聞
こ
え
る
日

を
願
い
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
、
自
分
が
今

で
き
る
事
を
思
案
し
な
が
ら
、
今
日
も
南
阿
蘇
鉄

道
長
陽
駅
発
の
資
本
ケ
ー
キ
を
元
気
に
焼
い
て
い

ま
す
。

※
資
本
ケ
ー
キ
に
は
「
久
永
屋
の
資
本
は
シ
フ
ォ

ン
！
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
久
永
屋　

久
永
操
）

後
野
焼
き
を
止
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
作
業
道
な
ど
の
整
備
が
進
め
ば
野
焼
き
を
再

開
す
る
こ
と
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

財
団
で
は
通
常
の
活
動
に
加
え
、
牧
野
道
の
補

修
や
牧
柵
張
り
な
ど
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
牧

野
へ
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
夏
か
ら

秋
の
輪
地
切
り
も
、
春
の
野
焼
き
支
援
活
動
も
ほ

ぼ
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
新
緑
の
美
し
い
草
原
が
広
が
り
、
観
光

客
の
皆
様
を
癒
し
て
い
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
財

団
と
し
て
も
野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

阿
蘇
の
復
興
・
草
原
再
生
の
た
め
に
更
な
る
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
・

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
公
益
財
団
法
人
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク　

事

務
局
次
長　

井
上
聡
美
）

阿
蘇
の
大
地
を
訪
ね
て

〜
観
光
の
復
興
を
目
指
し
て
〜

長陽保育園では、断水が長い間続き、飲み水
と手洗い水の運搬を繰り替えしました

長陽駅内
久永屋

夜峰山

立野駅

草千里

中松駅
ひみつ基地ゴン

ふれあい温泉駅

白水高原駅

熊
本
復
興
事
務
所
及
び 

熊
本
地
震
復
旧
対
策
研
究
室
が
開
所

〜
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
し
、

 

強
力
に
推
進
〜

　

平
成
29
年
４
月
24
日
に
九
州
地
方
整
備
局
熊
本

復
興
事
務
所
及
び
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
熊

本
地
震
復
旧
対
策
研
究
室
が
南
阿
蘇
村
に
開
所
し

ま
し
た
。

　

事
務
所
及
び
研
究
室
で
は
、
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
阿
蘇
大
橋
地
区
の
斜
面
対
策
や
国
道
３
２
５

号
阿
蘇
大
橋
の
架
け
替
え
、
県
道
熊
本
高
森
線
、

村
道
栃
の
木
〜
立
野
線
や
国
道
57
号
の
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
と
の
こ
と
、
頼
も
し

い
限
り
、
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
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中松駅─元気にオープン

草千里野焼き

湧水の飲み比べ

長野牧野輪地切り

下ぜき牧野　野焼きボランティアの皆さん
上／南阿蘇村長陽高野台地区は、大規模な土砂崩れ
で多くの家屋が潰されてしまいました
右上／自宅リビングは、ガラスや割れた食器で歩く足
場もないくらいになりました
右下／小学生の甥が寝ていた布団に石膏ボードの壁
が塗り壁ごと外れて倒れてきました

５月15日から久永屋の営業を再開して資本（シフォン）ケー
キを近所の友人や知人に配って回りました

５月５日の子供の日、例年ならGWで観光客で賑わう南阿
蘇村。友人や近隣の知り合いから必要な物、足りない物を
聞いて北九州から配達に明け暮れたGWになりました

地域にできた瓦礫の一時収集場には、山積みと
なった瓦礫や災害ごみが溢れ、すぐに搬入規制
がかかるようになりました

国土地理院の電子地形図を掲載



　

九
州
７
県
の
道
守
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
情
報
共
有
を
通
じ

て
親
睦
を
図
る
第
13
回
「
み
ち
づ
く
し
in
鹿
児
島
２
０
１
６
」

を
平
成
28
年
11
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
25
日
は
薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
交
流
会
を
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
で
は
交
流
集
会

を
、
26
日
は
現
地
体
験
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
九
州
各
県

か
ら
約
３
６
０
名
が
参
加
さ
れ
、
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
で
の
み
ち
づ
く
し
開
催
は
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
前

回
は
、
鹿
児
島
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
北
薩
地
域

の
薩
摩
川
内
市
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

  

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

薩
摩
川
内
は
ん
や
踊
り  

　

交
流
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
薩
摩
川
内
市
立
陽
成
小
学

校
（
13
名
）
の
み
な
さ
ん
に
「
薩
摩
川
内
は
ん
や
」
を
元
気

よ
く
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薩
摩
川
内
市
で
は
郷
土
芸

能
の
は
ん
や
踊
り
を
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
今
年
の
教
育
長
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
に
交
流
会
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
場
に
い
る
道
守
さ
ん
に
若
い
パ
ワ
ー
を
届
け
、
交

流
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
司
会
と
い
う
大
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

  

各
県
道
守
会
議
活
動
報
告  

　

各
県
７
名
の
道
守
さ
ん
に
日
頃
の
活
動
状
況
や
今
後
、
目

指
し
て
い
る
内
容
な
ど
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
守
ふ
く
お
か
会
議
（
は
か
た
夢
松
原
の
会
）
理
事
長　

礒
谷
慶
子
さ
ん
、
道
守
佐
賀
会
議　

事
務
局
長
前
田
耕
介
さ

ん
、
道
守
長
崎
会
議
田
口

昭
子
さ
ん
、道
守
く
ま
も
と

会
議
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ッ

ト
八
代
）
岡
田
敏
代
さ
ん
、

道
守
大
分
会
議
（
日
本
風

景
街
道 

別
府
湾
岸
・
国
東

半
島
海
べ
の
道
）加
藤
千
明

さ
ん
、道
守
み
や
ざ
き
会
議　

長
友
治
さ
ん
、道
守
か
ご
し

ま
会
議
（
い
き
い
き
坂
美

会
会
長
）
増
田
隆
夫
さ
ん

  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

●
テ
ー
マ

　

地
方
の
輝
き
創
り

　

〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
行
政
と
の
連
携
・
協
働
〜

●
パ
ネ
ラ
ー
紹
介

　

道
守
長
崎
会
議
代
表
世
話
人　
　
　
　
　
　

牧　

圭
子
氏

　

道
守
か
ご
し
ま
会
議
代
表
世
話
人　
　
　
　

田
島
直
美
氏

　

北
九
州
市
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
課　

計
画
係
長　

 

竹
島
久
美
氏

　

鹿
児
島
県
土
木
部
道
路
維
持
課
長　
　
　
　

八
木
章
久
氏

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

道
守
九
州
会
議
副
代
表
世
話
人　
　
　
　
　

玉
川
孝
道
氏

　

道
守
九
州
会
議
の
目
的
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

道
路
行
政
機
関
や
自
治
体
の
官
と
民
と
の
協
働
を
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
道
守
活
動
は
各
地
方
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
独
自
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、
そ

の
広
が
り
や
充
実
感
は
益
々
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
来
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
の
中
、
地
域
で
活
動
す
る
道

守
さ
ん
始
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
後
継
者
問
題
や

地
方
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
悩
み
を

多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
道
守
活
動
を
安
心
し

て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
さ
ら
に
行
政
と
の
連
携
を
強
め
、

情
報
を
共
有
、
地
方
で
の
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら
と

い
う
思
い
か
ら
、
事
例
紹
介
を
含
め
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
パ
ネ
ラ
ー
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
言
を
一
部
で

す
が
紹
介
し
ま
す
。

●

長
崎
は
地
区
で
月
１
回
の
会
議
を
開
催
し
横
の
連
携
を
大

事
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
大
学
と
連
携
し
道
路
の
維

持
管
理
に
対
し
て
行
政
へ
の
報
告
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。 
（
牧
圭
子
氏
）

●

鹿
児
島
県
で
２
番
目
の
風
景
街
道
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、

行
政
と
話
を
し
て
き
て
色
々
勉
強
に
な
っ
た
。
花
を
い
っ

ぱ
い
に
し
て
人
を
呼
び
込
め
る
地
域
作
り
を
し
た
い
。

 

（
田
島
直
美
氏
）

●

道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
よ
っ
て
各
地
区
の
要
望
や
意
見

等
を
幹
事
会
等
で
話
し
な
が
ら
地
域
住
民
に
よ
り
そ
う
政

策
を
目
指
し
て
い
る
。 

（
竹
島
久
美
氏
）

●

ふ
る
サ
ポ
推
進
事
業
を
通
じ
て
県
道
の
維
持
管
理
に
地
域

住
民
の
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
の
協
賛
金
を

得
て
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
支
給
し
企
業
を
含
め
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。 

（
八
木
章
久
氏
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
玉
川
孝
道
氏
か
ら

　

道
を
舞
台
に
し
た
様
々
な
活
動
は
行
政
と
の
繋
が
り
を
含

め
成
長
を
見
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
課
題
は
色
々
残
っ
て

い
る
が
、
行
政
と
市
民
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
永
遠
の
課

題
で
あ
り
、
道
守
活
動
を
通
じ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

  

大
会
宣
言  

世
代
を
超
え　

次
の
時
代
へ　

次
の
世
代
へ
と　

つ
な
げ
て

き
た
こ
の
道
守
活
動

今
ま
さ
に　

道
の
上
で　

生
き
生
き
と
活
力
に
あ
ふ
れ　

躍

る
よ
う
に　

地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
実
感

し
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も 

志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
と
も
に　

輝
く
地
方

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
の
４
年
生
、
伊
集
院
琳
子
さ
ん
で
す
。

交
流
会
会
場
の
道
路
を
挟
ん
だ
前
に
大
学
が
あ
り
馴
染
み
の

あ
る
会
場
と
は
い
え
、
道
守
さ
ん
で
一
杯
に
な
っ
た
会
場
で

の
司
会
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

る
前
の
良
い
経
験
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

交
流
会
は
、
主
催
者
の
田
島
直
美
実
行
委
員
長
、
道
守
九

州
会
議
の
樗
木
武
代
表
世
話
人
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
国
土

交
通
省
小
平
田
九
州
地
方
整
備
局
長
、
鹿
児
島
県
三
反
園
知

事
、
薩
摩
川
内
市
岩
切
市
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

功
労
者
表
彰  

　

道
守
活
動
を
長
き
に

渡
り
牽
引
さ
れ
て
き
た

方
々
の
功
績
を
た
た
え

る
功
労
者
表
彰
を
行

い
、
表
彰
状
と
記
念
品

の「
黒
ぢ
ょ
か
」が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。「
黒
ぢ
ょ

か
」
は
、「
黒
千
代
香
」

と
も
言
い
、
鹿
児
島
で

は
古
く
か
ら
焼
酎
の
燗

付
け
器
と
し
て
、
お
も

て
な
し
の
場
で
も
使
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
焼
酎
王
国

な
ら
で
は
の
記
念
品
と
し
て
来

県
の
思
い
出
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
功
労
者
表
彰

道
守
ふ
く
お
か
会
議　

大
木
康
伸
さ
ん

道
守
佐
賀
会
議　

渋
谷
里
美
さ
ん

道
守
長
崎
会
議　

山
本
正
治
さ
ん

道
守
く
ま
も
と
会
議　

阿
南
誠
志
さ
ん

道
守
大
分
会
議　

小
野
光
男
さ
ん

道
守
み
や
ざ
き
会
議　

新
名
典
忠
さ
ん

道
守
か
ご
し
ま
会
議　

草
牟
田
通
り
会

み
ち
づ
く
し
in
鹿
児
島
２
０
１
６

躍
道 

〜
地
方
の
輝
き
創
り
、道
守
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

道守九州会議交流会

道守九州会議
樗木代表世話人

薩摩川内市
岩切市長

贈られた「黒ぢょか」

道守会議活動報告の発表者のみなさん
（左から福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島）

田島 直美
実行委員長

鹿児島県
三反園知事

国土交通省九州地方
整備局　小平田局長

道守  Vol.32 道守  Vol.32 0405



を
創
る
た
め
に
は　

一
人
一
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ　

さ
ら
に

行
政
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

こ
こ
薩
摩
の
地
で　

胸
に
刻
み
ま
し
た

今
後
も　

お
互
い
の
絆
を
更
に
強
く
し　

九
州
全
体
で
道
守

活
動
を
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
を

こ
こ
に
宣
言
し
ま
す

 

み
ち
づ
く
し
in
鹿
児
島
実
行
委
員
長　

田
島
直
美

 
副
委
員
長　

肥
田
眞
八
郎

  

交
流
集
会  

　

交
流
集
会
は
、
約
３
２
０
名
の
参
加
と
な
り
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
道
守
さ
ん
で
熱
気
溢
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
初

に
実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
肥
田
眞
八
郎
氏
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
地
元
で
活
動
し
て
い
る
「
薩
摩
川
内
お
ど
り
太
鼓
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
舞
で
交
流
集
会
の
華
を
飾
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
踊
り
太
鼓
は
小
学
生
を
含
む
若
い
世
代
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
経
験
し
て
い
る
団
体
で

す
。
演
舞
は
道
守
活
動
を
讃
え
る
「
口
上
」
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
「
口
上
」
に
は
参
加
者
か
ら
「
大
変
よ
よ
か
っ

  

現
地
体
験
学
習
会  

　

２
日
目
は
、
薩
摩
川
内
市
内
で
２
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し

た
。
薩
摩
川
内
市
は
史
跡
や
温
泉
の
名
所
も
多
く
、
来
年
は

大
河
ド
ラ
マ
で
西
郷
隆
盛
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
県
全
体
で
盛
り
上
が
り
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】
８
時
開
始
か
ら
12
時
解
散

●
武
家
屋
敷
・
戦
国
村
（
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
）
コ
ー
ス

　

薩
摩
川
内
市
に
は
鹿
児
島
県
内
に
あ
る
三
つ
の
武
家
屋
敷

群
の
内
の
一
つ
、
入
来
麓
武
家
屋
敷
群
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
と
し
て
、
小
学
生
に
よ

る
現
地
説
明
を
実
施
し
て
お
り
、
地
元
郷
土
史
の
知
識
習
得

や
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
良
い
取
組
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
河
ド
ラ
マ
で
も
使
用
さ
れ
る
甲
冑
や
歴
史
資

料
の
展
示
な
ど
１
，０
０
０
坪
の
敷
地
を
有
す
る
川
内
戦
国
村

に
て
枯
山
水
の
庭
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

た
。
感
動
し
た
」
と
い
う
感
想
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
音
頭
は
岩
切
薩
摩
川
内
市
長
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、

普
段
交
流
が
で
き
な
い
他
県
の
道
守
さ
ん
と
の
親
睦
と
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
道
守
屋
台
も
各
県
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
凝
ら
し
た
品
々
が
出
揃
い
、
屋
台
巡
り
を
し
な
が
ら
の
ふ

れ
あ
い
も
大
事
な
場
面
と
し
て
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

中
盤
で
は
、
地
元
の
薩
摩
川
内
市
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

｢

よ
さ
こ
い
踊
り｣

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
各
県
の
道
守
さ
ん
の
紹
介
が
あ
り
、
次
回
開

催
県
・
宮
崎
へ
の
大
会
旗
授
受
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
会
人

◯
体
験
箇
所
：
入
来
麓
武
家
屋
敷
群
（
保
存
地
区
散
策
）
↓

道
の
駅
「
樋
脇
」
↓
川
内
戦
国
村
↓
駅
市

◯
参
加
者
：
42
名　

【
Ｂ
コ
ー
ス
】
８
時
開
始
か
ら
12
時
解
散

●
西
海
岸
（
薩
摩
よ
り
み
ち
）
風
景
街
道
コ
ー
ス

　

鹿
児
島
県
で
２
番
目
の
風
景
街
道
と
し
て
「
薩
摩
よ
り
み

ち
風
景
街
道
」
が
平
成
27
年
８
月
10
日
に
承
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
風
景
街
道
の
コ
ー
ス
の
一
部
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。

　

西
海
岸
で
は
、Ｊ
Ｒ
七
つ
星
列
車
が
停
車
す
る
駅「
薩
摩
高

城
駅
」
と
人
形
岩

を
経
由
し
、
西
郷

隆
盛
も
訪
れ
た
と

言
わ
れ
る
「
川
内

高
城
温
泉
」
に
て

風
情
豊
か
な
湯
治

場
を
見
学
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◯
体
験
箇
所
：
薩

摩
高
城
駅
↓
人
形

岩
↓
川
内
高
城
温

泉
散
策
↓
駅
市

◯
参
加
者
：
37
名

  

最
後
に  

　

今
回
の
開
催
テ
ー
マ
を
『
躍
道
注
１
（
や
く
ど
う
）』
と
し

た
こ
と
は
、
日
頃
の
道
守
活
動
が
地
方
の
輝
き
創
り
へ
と
繋

が
り
、
道
守
さ
ん
自
信
も
輝
い
た
存
在
と
な
っ
て
き
て
い
る

中
で
、
道
を
舞
台
に
い
き
い
き
と
道
守
さ
ん
が
活
動
し
て
い

る
こ
と
へ
の
敬
意
と
エ
ー
ル
を
表
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。

 

※
注
１　

躍
動
の
ド
ウ
の
韻
を
踏
ん
で
躍
道
と
し
た
造
語

を
九
州
地
方
整
備
局
土
井
道
路
部
長
に
お
願
い
し
、
次
回
開

催
県
で
あ
る
「
道
守
み
や
ざ
き
会
議
」
へ
「
み
ち
づ
く
し
大

会
旗
」
が
受
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

口
上
（
一
部
抜
粋
）

　

昔
か
ら
道
は
人
々
の
共
有

財
産
で
あ
る
。
道
は
、
街
を

作
り
産
業
を
興
し
文
化
を
運

び
、
人
々
を
結
び
つ
け
る
。

…
道
は
整
備
さ
れ
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
、
豊
か

な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
た
車
優
先
社
会
は
人
々
の
心
を
道
か

ら
遠
ざ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
現
状
に
心
を
痛
め
、「
道
は
み
ん
な
の
財
産
」、
行

政
と
住
民
が
「
協
働
」
で
道
を
守
る
と
い
う
新
し
い
意
識
の

潮
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
九
州
各
地
の
活
動
が
合
流
し
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
「
道
守
九
州
会
議
」
の
誕
生
。
…
私
達
も
、

あ
き
缶
ポ
イ
捨
て
を
や
め
、
ゴ
ミ
拾
い
に
、
花
植
え
、
参
加

し
た
い
で
す
。
今
日
は
「
道
守
会
」、
こ
の
意
義
あ
る
舞
台

で
、
演
奏
で
き
る
幸
せ
、
魂
の
太
鼓
、
祈
り
の
太
鼓　

天
高

く
打
ち
鳴
ら
し
ま
す

乾杯：岩切薩摩川内市長 開会挨拶：肥田副委員長

オープニング：薩摩川内おどり太鼓入来麓武家屋敷群にて入来小学校生徒による説明

西郷隆盛ゆかりの「川内高城温泉」を散策

薩摩川内市商工会女性部による「よさこい踊り」

親睦と交流の場となった会場
道守屋台お酒やお菓子、ミカン、
様々なおもてなしで各県ＰＲ

各県紹介（写真は道守かごしま会議）

大会旗授受（鹿児島県から宮崎県へ）口上を述べて

『
み
ち
づ
く
し
in
宮
崎
２
０
１
７
』

 

開
催
案
内
！

　

平
成
29
年
２
月
24
日
、
第
１
回
み
ち
づ
く
し
in
宮
崎

２
０
１
７
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
よ
い
み
ち
づ
く
し
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
程
：
平
成
29
年
10
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮
の
２
日
間
（
両

日
と
も
平
日
）

【
１
日
目
】

交
流
会
場
：
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
市
橘
通
西
１
丁
目
１
番
２
号
）

交
流
集
会
場
：
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ｍ
ｉ
ｃ
ｃ

　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
市
橘
通
西
４
丁
目
６
番
３
号
）

【
２
日
目
】

現
地
体
験
学
習
会

道守  Vol.32 道守  Vol.32 0607



道守  Vol.32 道守  Vol.32 0809

四
季
を
通
じ
、緑
と
花
育
つ

並
木
街
道
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

熊
本

　

40
年
前
子
ど
も
達
を

連
れ
て
「
参
勤
交
代
の

道
・
豊
後
街
道
」
を
歩

き
ま
し
た
。

　

最
初
は
郷
土
史
家
の
先
生
を
訪
ね
一
本

の
ル
ー
ト
を
地
図
に
書
き
込
み
出
発
し
ま

し
た
が
４
０
０
年
前
の
歴
史
の
道
は
直
線

道
路
に
な
っ
た
り
草
に
覆
わ
れ
て
歩
け
な

い
ほ
ど
の
道
で
し
た
。
し
か
し
草
に
覆
わ

れ
た
山
道
に
石
畳
が
残
り
歓
喜
の
声
を
上

げ
た
こ
と
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
毎

年
歩
く
よ
う
に
な
り
今
年
の
夏
に
40
回
目

の
「
参
勤
交
代
・
九
州
横
断
の
旅
」
で
す
。

　

埋
も
れ
て
い
た
石
畳
な
ど
歴
史
の
道
は

各
市
町
村
で
整
備
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
歴
史
の
街
道
沿
い
に
は
地
域
の

方
々
の
お
も
て
な
し
花
壇
が
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
。

　

現
在
、
熊
本
城
を
起
点
に
し
た
豊
後
街

道
・
薩
摩
街
道
・
豊
前
街
道
・
日
向
街
道

の
四
街
道
を
５
０
０
人
ほ
ど
の
小
中
学
生

と
高
校
・
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で

歩
い
て
い
ま
す
。
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
啓
蒙
、
歴
史
を
学
ぶ
、

自
然
と
の
共
育
・
共
生
が
基
本
理
念
に
し

て
の
実
践
活
動
で
す
。

　

昨
年
は
熊
本
地
震
で
ル
ー
ト
変
更
も
あ

り
、
ま
た
ゴ
ー
ル
の
熊
本
城
へ
は
入
城
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
二
の
丸
広
場

を
ゴ
ー
ル
に
し
て
大
西
熊
本
市
長
の
お
出

迎
え
を
い
た
だ
き
熊
本
城
の
復
興
を
願
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

３
月
に
は
南
小
国
町
瀬
の
本
松
並
木
保

存
会
の
方
々
と
モ
ミ
ジ
１
５
０
本
植
栽
に

参
加
し
ま
し
た
。
歴
史
街
道
と
し
て
大
分

か
ら
小
国
郷
を
通
り
天
領
日
田
に
通
じ
る

往
還
で
す
。
瀬
の
本
高
原
に
残
る
松
並
木

歴
史
街
道
と
共
に
紅
葉
街
道
が
近
い
将
来

み
な
さ
ま
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

歴
史
街
道
は
歴
史
上
重
要
な
役
割
を
果

た
し
今
も
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
道
で
す
。
歴
史
探
訪
し
な
が
ら
街
道
歩

き
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
四
街
道
に
子
ど
も
達
の
大
き
な

声
が
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
声
援

く
だ
さ
い
。 

（
代
表　

阿
南
誠
志
）

「
歴
史
街
道
」
モ
ミ
ジ
１
５
０
本
植
栽

自然を愛する会

熊本

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
郷
土
を
通
る
豊
後
街
道
の
一
部

二
キ
ロ
の
由
緒
あ
る
並
木
街
道
で
す
。
そ
の
荒
廃
地
に

並
木
を
植
栽
し
、
景
観
美
化
に
努
め
、
今
年
は
十
五
年

目
に
な
り
ま
す
の
で
現
状
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
並
木
植
栽
完
了
で
、
活
動
内
容
を
変
更
・

領
域
拡
張
・
実
態
に
合
っ
た
会
名
に
改
正
。
派
生
問
題

と
し
て
現
状
の
危
険
性
・
作
業
量
の
増
大
・
刈
払
機
使

用
の
必
要
性
・
高
齢
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

並
木
街
道
の
草
・
藪
刈
り
清
掃
、並
木
街
道
の
蔦
刈
と

並
木
整
姿
作
業
な
ど
の
本
業
は
刈
払
機
持
参
で
、
自
発

的
に
参
加
す
る
者
が
実
施
し
、
高
齢
者
や
女
性
は
安
全

な
清
掃
部
門
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
で
最
も
嬉
し
い
の
は
、
愛
情
を
込
め

植
樹
し
た
並
木
た
ち
が
、
豊
か
な
緑
・
紅
葉
・
開
花
等

で
四
季
を
通
じ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
通
行
の

方
々
に
喜
ば
れ
る
こ
と
も
大
き
な
励
み
で
す
。

　

な
お
最
近
有
志
が
景
観
美
化
へ
の
花
添
と
し
て
、
沿

道
一
キ
ロ
に
彼
岸
花
球
根
を
植
え
、
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
も
嬉
し
い
出
来
事
の
一
つ
で
す
。 

（
黒
木
嘉
次
郎
）

桜、紫陽花、百日紅、彼岸花そして紅葉
～国道222号酒谷地区～

　

私
に
と
っ
て
好
き
な
道
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
国
道
２
２
２
号
で
す
。

そ
れ
も
、
酒
谷
地
区
で
す
。
酒
谷
地
区
を
縦
断
す
る
国
道
２
２
２
号
は 

飫
肥
境
の
種
子
田
か
ら
都
城
境
の
上
熊
隧
道
ま
で
20
㎞
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
酒
谷
地
区
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
の
を

機
に
、
地
域
に
「
自
信
と
誇
り
」
を
持
つ
た
め
に
地
区
全
体
を
キ
ャ
ン
パ

ス
と
考
え
、
花
で
色
を
塗
る
こ
と
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
景
観
が
出
来
上
が

る
の
で
は
な
い
か
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
２
月
（
春
）
は
小
室
桜
に
始
ま

り
、
城
ケ
崎
桜
、
緋
寒
桜
、
次
い
で
山
桜
そ
れ
が
終
わ
る
こ
ろ
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
と
続
き
ま
す
。
６
月
は
梅
雨
で
人
が
外
出
し
た
く
な
い
と
き
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
紫
陽
花
、
花
の
少
な
い
真
夏
は
百
日
紅
、
９
月
は

彼
岸
花
（
日
南
ダ
ム
・
坂
元
棚
田
）
そ
し
て
秋
は
紅
葉
と
年
中
楽
し
め
ま

す
。
こ
れ
も
、
地
域
住
民
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。
桜
の
花

に
お
い
て
も
平
成
６
年
か
ら
毎
年
植
栽
を
続
け
、
昨
年
で
20
㎞
程
の
国
道

す
べ
て
に
植
え
終
え
ま
し
た
。
早
い
も
の
は
幹
回
り
１
０
０
セ
ン
チ
前
後

と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
花
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
昨
年
植
え
た
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
も
４
〜
５
年
す
る
と
花
を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
区
の
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
宮
崎
県
日
南
土
木
事
務
所
の
方
々
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
地
区
住
民
も
頑
張
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
植
え
た
ら
植
え
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
下
刈
り
を
し
た
り
、

肥
料
を
施
し
た
り
、
時
に
は
天
狗
巣
病
の
除
去
を
し
た
り
し
て
管
理
を
し

て
き
ま
し
た
。
酒
谷
を
知
ら
ず
に
ド
ラ
イ
ブ
し
た
方
で
も
、
あ
の
す
ば
ら

し
い
桜
の
道
は
ど
こ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
起
こ
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
ま
た
次
の
年
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
酒
谷
の
良
さ
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
と
、
期
待
を
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
私
の
誇
り
で
も
あ
る
国
道
２
２
２
号
線
に
色
を
塗
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮崎県日南市大字酒谷在住
宮崎県地域づくりネットワーク協議会　顧問
酒谷地区むらおこし推進協議会　会長
酒谷むらおこし株式会社　代表取締役

■  プロフィール

日髙茂信（ひだか・しげのぶ）

彼岸花植栽の仲間たち
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国
道
57
号
は
長
崎
県
庁
前
か
ら
地
元
小
浜
温
泉
・
雲

仙
・
島
原
を
経
て
、
阿
蘇
・
大
分
市
内
ま
で
の
総
延
長
約

２
７
０
㎞
、
九
州
横
断
の
主
要
国
道
で
す
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
は
こ
の
57
号
を
直
撃
・
多
く
の
箇
所

が
破
壊
さ
れ
今
も
復
旧
工
事
が
続
き
ま
す
。
被
災
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
小
浜
温
泉
57
」
は
文
字
通
り
小
浜
温
泉
・
雲
仙
を
貫

通
す
る
国
道
57
号
の
環
境
美
化
に
こ
の
10
年
来
、
地
元
旅

館
の
女
将
さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
協
力
を
得
て
地
道
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
恒
例
の
地
元
小
学
校
の
卒
業

記
念
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
植
樹
に
子
供
た
ち
は
故
郷
を
思
う

心
と
自
分
た
ち
の
夢
と
希
望
を
託
し
て
植
樹
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

活
動
の
原
点
は
「
継
続
」
で
す
。
国
道
57
に
因
み
、
５

＋
７
の
毎
月
12
日
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
月
例
会
議
、
活
動
内
容

と
四
季
折
々
の
風
景
を
載
せ
て
両
面
刷
り
の
「
小
浜
温
泉

57
だ
よ
り
」
の
月
例
発
行
。
い
づ
れ
も
10
年
来
の
「
継
続

は
力
」
で
す
。
地
味
な
継
続
活
動
が
地
元
住
民
の
信
頼
と

協
力
を
得
て
い
ま
す
。 

（
代
表　

鵜
殿
勝
）

　

私
た
ち
「
顕
徳
町
デ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
」
は
、
大
分
市
金
池

校
区
・
顕
徳
町
の
国
道
10
号
沿
い
（
約
４
０
０
ｍ
）
の
草
取

り
を
年
間
３
〜
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
５
年

10
月
に
大
分
市
内
の
他
の
場
所
（
国
道
10
号
西
大
分
地
区
）

で
「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」
を
植
樹
す
る
事
業
が
あ
り
、
二
つ
目
の

事
例
と
し
て
、
２
０
１
６
年
５
月
、
国
交
省
の
管
轄
す
る

花
壇
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
１
，３
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

暑
さ
に
弱
い
と
言
わ
れ
る
「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」
で
す
が
、

根
づ
く
７
月
〜
10
月
ま
で
一
日
お
き
に
朝
８
時
〜
10
時
の

間
、
水
を
た
っ
ぷ
り
あ
げ
た
お
陰
か
、
し
っ
か
り
と
根
を

張
り
、
12
月
ご
ろ
か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
と
綺
麗
な
ピ
ン
ク
の
花

が
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

花
壇
は
、
交
通
量
が
多
い
Ｙ
字
の
島
地
帯
に
あ
り
ま
す

が
、
信
号
で
止
ま
っ
た
車
が
窓
を
あ
け
て
『
綺
麗
で
す

ね
。』
と
か
、
近
所
の
方
が
『
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。』
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、
花
壇
を
管
理
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
嬉
し
く
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
「
み
ち
づ
く
し
in
鹿
児
島
２
０
１
６
」
で
は
、

「
道
守
会
議
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
会
長　

小
野
光
男
）

　

私
た
ち
の
会
は
「
喜
入
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
で
す
。

私
た
ち
は
鹿
児
島
市
内
か
ら
指
宿
方
面
へ
向
か
う
途
中
の

国
道
２
２
６
号
線
の
喜
入
町
で
花
壇
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
約
９
名
で
沿
道
の
花
植
え
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
毎
年
夏
に
ひ
ま
わ
り
と
秋
に
は
菜

の
花
と
種
を
ま
き
、
地
区
を
歩
か
れ
る
方
や
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
き
れ
い
な
地
域
、
心
安
ら
ぐ
地
域
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

国
道
２
２
６
号
線
は
交
通
量
も
多
く
、
海
沿
い
を
走
る

風
景
の
中
に
あ
っ
て
、
と
か
く
緑
が
少
な
く
感
じ
て
お
り
ま

す
が
、
ひ
ま
わ
り
や
菜
の
花
の
黄
色
が
映
え
る
こ
と
で
沿

道
環
境
が
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
え
ば
と
思
い
ま
す
。

　

喜
入
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
高
齢
化
等
で

活
動
が
難
し
い
団
体
が
あ
る
中
で
、
私
達
は
こ
れ
か
ら
も

花
を
植
え
る
こ
と
で
元
気
な
姿
を
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

達
の
活
動
が
地
域
の
良
い
環
境
作
り
に
、
ま
た
、
元
気
な

笑
顔
一
杯
の
通
り
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
代
表
者　

原
口
學
）

　

私
達
は
、
平
成
19
年
に
商
工
会
議
所
・
Ｊ
Ａ
大
束
・
串

間
市
漁
業
協
同
組
合
・
建
設
業
協
会
・
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

串
間
・
民
生
委
員
・
個
人
会
員
で
設
立
し
、
現
在
１
０
０

名
で
東
九
州
自
動
車
道
の
早
期
事
業
化
・
開
通
に
向
け
て

の
要
望
活
動
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
な
ど
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

道
守
活
動
は
、
平
成
21
年
よ
り
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
串
間
エ
リ
ア
推
進
協
議
会
に
於
い
て
私
達
が
主
体
と
な

り
、
行
政
・
民
間
団
体
・
地
域
住
民
・
高
校
生
等
に
協
力

い
た
だ
き
、
国
道
４
４
８
号
線
名
谷
ト
ン
ネ
ル
〜
都
井
岬

の
約
３
㎞
の
沿
道
に
カ
ン
ナ
・
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
植
栽
、

除
草
・
草
刈
作
業
を
毎
年
３
〜
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

雑
草
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、
土
の
入
替
や
雑
草
の

対
策
と
し
て
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
で
の
花
壇
作
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。
カ
ン
ナ
は
串
間
市
の
花
で
あ
り
、
幸
せ
の
花
で
す
。

又
、
南
郷
町
〜
都
井
岬
線
を
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
で
統
一
す
る

こ
と
で
景
観
が
一
層
よ
く
な
り
、
訪
れ
る
観
光
客
に
自
然

や
美
し
い
風
景
を
提
供
で
き
、
癒
し
と
お
も
て
な
し
の
場

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
、

皆
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
齊
藤
チ
ヅ
子
）

喜
入
は
黄
色

喜
色
の
花
で
ま
ち
づ
く
り

シ
バ
ザ
ク
ラ
１
３
０
０
本
植
樹
！

育
て
！
故
郷
を
思
う
心

夢
と
希
望
を
託
し
て
植
樹

カ
ン
ナ
の
花
で
お
も
て
な
し

喜き

入い
れ

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

顕け
ん

徳と
く

町
デ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

小
浜
温
泉
57

串
間
の
み
ち
を
考
え
る
女
性
の
会

大
分

宮
崎

鹿
児
島

　
「
き
れ
い
な
街
は
、
人
の
心
も
き
れ
い
に
す
る
」。
こ
れ

が
私
た
ち
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
原
宿
表
参

道
発
信
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
海

を
越
え
世
界
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
佐
賀
チ
ー
ム

は
２
０
１
２
年
４
月
29
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。
主
な
活
動

は
「
街
の
そ
う
じ
」。
月
に
３
回
、
朝
は
登
校
中
の
子
ど

も
た
ち
と
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
佐
賀
城
公
園
辺
り
を
、

夜
は
ほ
ろ
酔
い
か
げ
ん
の
お
父
さ
ん
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

ら
れ
な
が
ら
繁
華
街
・
愛
敬
町
を
、
日
曜
日
は
親
子
連
れ

の
参
加
者
も
多
く
ど
ん
３
の
森
―
佐
賀
駅
周
辺
を
、
み
ん

な
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
し
て
い
ま

す
。
街
の
そ
う
じ
に
資
格
な
ん
て
い
り
ま
せ
ん
。「
街
を
汚

す
こ
と
は
カ
ッ
コ
悪
い
こ
と
だ
。」
と
い
う
気
持
ち
を
持

つ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
な
の
で
会
員
登
録
な
ど
も
し
て

い
ま
せ
ん
。「
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
を
ポ
イ
捨
て
し
な
い
」
と

宣
言
す
れ
ば
、
誰
で
も
グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
で

す
。
活
動
日
は
ｗ
ｅ
ｂ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。「
グ
リ
ー

ン
バ
ー
ド
佐
賀
チ
ー
ム
」
で
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。
誰

で
も
い
つ
で
も
で
き
る
時
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
自
分
た

ち
の
街
を
ゴ
ミ
拾
い
で
歩
い
て
み
る
と
、
ま
す
ま
す
街
が

好
き
に
な
り
ま
す
よ
。 

（
代
表　

か
く
も
と
し
ほ
）

自
分
た
ち
の
街
を
も
っ
と
キ
レ
イ
に
、

も
っ
と
カ
ッ
コ
よ
く

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
佐
賀
チ
ー
ム

　

地
元
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
ク
リ
ー
ン
Ｕ
Ｐ
作
戦
を
、
平
成

11
年
か
ら
、
毎
週
・
毎
月
・
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

拾
っ
た
ご
み
は
分
類
し
、
ど
の
よ
う
な
ゴ
ミ
が
多
か
っ

た
か
・
ど
の
よ
う
な
場
所
に
多
く
あ
っ
た
か
・
な
ぜ
ご
み

は
減
ら
な
い
の
か
等
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
自
分
達
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
副
読
本
の
「
ご
み
ゼ

ロ
青
春
探
検
隊　

紙
芝
居
」
を
読
み
聞
か
せ
た
り
、
活
動

の
様
子
や
想
い
を
伝
え
、「
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
・

ゴ
ミ
を
拾
う
人
に
な
る
こ
と
」
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
気
持
ち
の
良
い
緑

豊
か
な
自
然
・
道
路
環
境
を
守

り
続
け
、
未
来
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、「
で
き
る
こ
と
を
、
無

理
せ
ず
、
楽
し
く
、
仲
良
く
、

い
き
い
き
と
！
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
こ
れ
か
ら
も
道
守
活
動
を
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
呼
び
か
け
人　

酒
井
忠
彬
）

次
世
代
の
道
守
に
つ
な
が
る
環
境
学
習

ご
み
ゼ
ロ
青
春
探
検
隊
い
と
し
ま

福
岡

ジャカランダ剪定作業参加者
（2017年1月10日）

佐賀ライトファンタジーを
楽しみながらのおそうじ

小さな子はゴミ発見するのが
上手です

ごみ拾いとごみ分類の様子

紙芝居の読み聞かせ

小浜小学校卒業記念植樹
（2017年3月13日）

綺麗なピンクの花をつけた
シバザクラ

カンナ・ジャカランダの植栽、
除草・草刈作業

シバザクラ植樹の様子

会のみんなと集合写真

長
崎

佐
賀

満開のひまわり

沿道の花植え活動



北
九
州
お
も
て
な
し
の 

〝
ゆ
っ
く
り
か
い
ど
う
〞と
は

　
「
北
九
州
お
も
て
な
し
の
〝
ゆ
っ
く
り
か
い

ど
う
〞」
の
対
象
ル
ー
ト
は
、
大
正
ロ
マ
ン
漂

う
門
司
港
レ
ト
ロ
か
ら
門
司
往
還
、
長
崎
街

道
を
通
っ
て
木
屋
瀬
ま
で
の
約
40
㎞
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
が
散
策
で
き
、
歴
史
、
文

化
や
美
し
い
景
色
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
る

と
い
う
の
が
、
お
も
て
な
し
の
〝
ゆ
っ
く
り

か
い
ど
う
〞
の
由
来
だ
。

【
長
崎
街
道
】

　
「
長
崎
街
道
」
は
、
江
戸
時
代
、
海
外
と
の

貿
易
を
許
さ
れ
た
唯
一
の
ま
ち
長
崎
に
通
じ

る
道
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。

　
「
長
崎
街
道
」
は
海
外
へ
の
窓
口
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
人
、
物
、
そ
し
て
文
化

を
運
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
に
陸
揚
げ
さ
れ
た

砂
糖
が
、「
長
崎
街
道
」
を

経
て
日
本
各
地
へ
と
運
ば

れ
、
比
較
的
砂
糖
が
手
に

入
り
や
す
か
っ
た
街
道
筋

で
、
古
く
か
ら
甘
い
菓
子

が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
別
名

「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
長
崎
に
来

た
白
象
を
八
代
将
軍
徳
川

吉
宗
に
献
上
す
る
た
め
、

【
大
里
地
区
】

　

門
司
駅
を
中
心
と
し
て
南
北
に
広
が
る
地

域
が
大
里
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
に
伴
い
宿
場
町
と

し
て
発
展
し
、
大
正
期
に
は
神
戸
の
総
合
商

社
で
あ
る
鈴
木
商
店
が
国
内
最
大
の
拠
点
と

し
て
一
大
工
場
・
倉
庫
群
を
築
き
上
げ
た
。

　

現
在
も
門
司
麦
酒
煉
瓦
館
や
旧
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
九
州
工
場
醸
造
棟
な
ど
、
当
時
の
面

影
を
残
す
近
代
化
遺
産
群
の
建
築
物
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

【
小
倉
城
周
辺
】

　

小
倉
城
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
功
労
に

よ
っ
て
入
国
し
た
小
倉
藩
主
、
細ほ

そ

川か
わ

忠た
だ

興お
き

に

よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
。
こ
の
城
の
天
守
閣
に

は
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
唐か

ら

造づ
く

り
」
と
呼
ば

れ
る
建
築
様
式
が
用
い
ら
れ
、
４
階
と
５
階

の
間
に
屋
根
の
ひ
さ
し
が
な
く
、
５
階
が
４

階
よ
り
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　

小
倉
城
周
辺
に
は
、
約
３
０
０
本
の
桜
が

あ
り
、
花
見
時
に
は
天
守
閣
か
ら
眼
下
に
広

が
る
桜
と
小
倉
の
街
並
み
が
楽
し
め
る
。
ま

た
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
な
ど
の
商
業

施
設
や
小
倉
城
庭
園
、
松
本
清
張
記
念
館
な

ど
文
化
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
今
で
は
国

内
外
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
観
光
の
名
所

と
な
っ
て
い
る
。

【
八
幡
東
田
地
区
】

　

２
０
１
５
年
７
月
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
関

連
施
設
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
東

田
地
区
に
新
た
な
見
ど
こ
ろ
が
誕
生
。

「
長
崎
街
道
」
を
通
っ
て
江
戸
ま
で
連
れ
て

い
っ
た
の
は
有
名
な
話
だ
。

【
小
倉
の
紫
川
に
架
か
る
常
盤
橋
】

　

江
戸
時
代
、
常
盤
橋
は
、
小
倉
か
ら
九
州

各
地
に
延
び
る
諸
街
道
の
起
点
で
あ
り
終
点

で
も
あ
っ
た
。
長
崎
街
道
、
中
津
街
道
、
秋

月
街
道
、
唐
津
街
道
、
門
司
往
還
の
５
つ
を

「
小
倉
の
五
街
道
」
と
呼
び
、
そ
の
す
べ
て

が
こ
の
橋
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
現
在
の
橋

は
、
橋
げ
た
や
欄
干
に
天
然
木
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
時
代
の
風
情
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

毎
年
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
人
が
江
戸
時
代
の
情
景
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
「
長
崎
街
道
」
を
歩
き
楽

し
ん
で
い
る
。

【
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
門
司
港
レ
ト
ロ
】

　

門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
に
は
、
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
造
ら
れ
た
建
物
が
今
で
も
残
っ

て
い
る
。

　

木
造
建
築
の
門
司
港
駅
を
は
じ
め
、
大
正

ロ
マ
ン
漂
う
建
物
た
ち
が
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
少
し
足
を
伸

ば
し
た
和め

布か

刈り

エ
リ
ア
に
は
、絶
好
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
が
数
多
く
あ
り
、
源
平
の
合
戦
や

宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎
の
巌
流
島
の
決

闘
で
有
名
な
関
門
海
峡
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
関
門
海
峡
の
夕
陽
は
と
て
も
鮮
や
か
で
、

「
日
本
一
、
美
し
い
海
峡
」
と
の
呼
び
声
が
高

い
。

　

ま
た
、
太
古
の
昔
か
ら
現
代
ま
で
の
変
遷

を
学
ぶ
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
を
は
じ
め
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
環
境
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
、
魅
力
あ
る
展
示
施
設
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
を
乗
り

つ
い
で
到
着
す
る
標
高
６
２
２
ｍ
の
皿
倉
山
。

そ
の
展
望
台
か
ら
眺
め
る
パ
ノ
ラ
マ
夜
景
は
、

１
０
０
億
ド
ル
の
夜
景
と
呼
ば
れ
、「
新
日
本

三
大
夜
景
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

【
宿
場
町
黒
崎
】

　

か
つ
て
宿
場
町
と
し
て
九
州
西
半
の
諸
大

名
や
多
く
の
旅
人
が
利
用
し
た
黒
崎
。

　

当
時
の
賑
わ
い
を
示
す
よ
う
に
、
町
の
随

所
に
由
緒
あ
る
寺
社
や
趣
漂
う
史
跡
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
松
並
木
道
が
６
０
０
ｍ
ほ

ど
続
く
曲
里
の
松
並
木
は
、
江
戸
時
代
に
徳

川
幕
府
が
全
国
の
街
道
に
松
や
杉
を
植
樹
さ

せ
た
名
残
で
、
中
に
は
江
戸
時
代
か
ら
残
っ

て
い
る
松
が
あ
る
。

【
黒
崎
か
ら
木
屋
瀬
へ
】

　

立
場
茶
屋
銀
杏
屋
は
、
江
戸
時
代
の
黒
崎

宿
と
木
屋
瀬
宿
の
間
に
あ
る
参
勤
交
代
の
大

名
た
ち
の
休
憩
所
で
あ
っ
た
。
諸
大
名
も
籠

を
降
り
て
歩
い
た
と
い
う
ほ
ど
急
な
石
坂
を

上
っ
た
所
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
名
の
由
来

は
、
庭
に
あ
る
大
銀
杏
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
木
屋
瀬
。

　

問
屋
場
跡
や
群
屋
跡
、
所
々
に
残
る
「
矢や

止ど

め
」
と
呼
ば
れ
る
の
こ
ぎ
り
型
の
家
並
み

な
ど
、
今
も
当
時
の
面
影
を
偲
ぶ
建
物
が
数

多
く
残
っ
て
い
る
。

〝ゆっくりかいどう〟を巡る北九州おもてなしの

■北九州風景街道（長崎街道）推進協議会
　ご覧のとおり、「北九州おもてなしの〝ゆっくりかいどう〟」の
ルート沿線には、自然・歴史・文化などの地域資源が数多くある。
　その魅力を多くの人に知ってもらうため、39の団体・機関で構
成する「北九州風景街道（長崎街道）推進協議会」では、毎年、
風景街道まつり（５月）、子どもウォーキング（11月）、フォト
＆スケッチコンテスト（９～10月募集）、歩くっちゃキタキュー
（３月）などを開催している。
　今後も取組を継続し、風景街道の認知度向上やルートの魅力Ｐ
Ｒに繋げていきたいと考えている。

風景街道を行く

道守  Vol.32 道守  Vol.32 1213

黒崎宿・曲里の松並木─参勤交代の道 世界文化遺産旧本事務所─官営八幡製鐵所 常盤橋─小倉の五街道の起点

門司港レトロ─大正ロマンただよう

立場茶屋銀杏屋─木屋瀬・のこぎり型の家並みも 小倉城─珍しい「唐造り」の建築様式 門司麦酒棟瓦館（大里）─近代化遺産群の面影



　

平
成
28
年
４
月
に
道
路
法
が
改
正
さ
れ
道
路

協
力
団
体
が
創
設
後
、
初
め
て
の
道
路
協
力
団

体
の
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
は
、
初
め
て
の
募
集
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
国
で
管
理
し
て
い
る
区
間
を
対
象

に
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
と
し
て
は
、
活
動
を
行
お
う
と
す
る
区

間
で
直
近
数
年
間
に
わ
た
り
道
路
管
理
者
と
協

力
し
て
道
路
管
理
に
資
す
る
清
掃
や
除
草
等
の

公
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
実
績
が
あ
る
団
体
で

す
。

　

ま
た
、
今
後
そ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
や
道

路
通
行
者
ま
た
は
、
道
路
利
用
者
の
利
便
の
増

進
に
資
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路

空
間
を
活
用
し
、
収
益
を
得
る
活
動
を
行
い
、

か
つ
道
路
維
持
管
理
活
動
と
収
益
を
得
る
活
動

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
道
路
空
間
の
快
適
性

の
向
上
等
に
協
力
を
頂
く
法
人
等
を
対
象
と
し

ま
し
た
。

　

道
路
空
間
を
活
用
し
て
収
益
を
得
る
活
動
の

例
と
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
露
店
等
の

食
事
施
設
、
購
買
施
設
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
駐

輪
場
、
街
路
灯
へ
の
広
告
旗
設
置
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
維
持
管
理
業
務
を
特
に
重
点
的

に
行
う
区
間
に
絞
り
、
そ
の
全
て
が
、
公
的
活

動
の
実
績
が
あ
る
区
間
と
重
複
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
条
件
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
条
件
の
も
と
、
九
州
地
方
整
備
局
で
は
、

道
路
の
清
掃
・
美
化
活
動
や
植
栽
管
理
な
ど
道

路
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
を
対
象
に
道
路
協

力
団
体
を
募
集
し
、
平
成
28
年
12
月
26
日
付
け

で
第
１
回
の
道
路
協
力
団
体
の
指
定
を
行
い
ま

し
た
。

　

道
路
協
力
団
体
に
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
活

動
で
行
う
道
路
占
用
の
許
可
に
つ
い
て
、
道
路

管
理
者
と
の
協
議
で
足
り
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
占
用
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
道
路
以

外
に
利
用
で
き
る
場
所
の
な
い
こ
と
が
原
則
で

す
が
、
道
路
協
力
団
体
に
対
し
て
は
こ
の
要
件

も
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
こ
の
制
度
の
よ
り
、
道
路
協
力
団
体
と

関
係
道
路
管
理
者
が
連
携
し
た
地
区
の
課
題
解

消
や
賑
わ
い
の
創
出
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

等
で
活
動
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
で
得
た
収
益
を

活
用
し
除
草
や
植
栽
活
動
等
の
道
路
維
持
管
理

活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
の
振
興
や
道

路
空
間
の
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

○
道
路
協
力
団
体
第
１
回
指
定
団
体
に
つ
い
て

　

道
路
協
力
団
体
の
第
１
回
指
定
を
、
九
州
で

は
、
４
団
体
の
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

○
道
路
協
力
団
体
に
つ
い
て
は
、
道
路
計
画
第

二
課
に
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ

い
。

第１回道路協力団体指定について
～観光の振興や道路空間の価値向上を期待～

【九州の第 1回指定団体】
道路協力団体名称 活動地域

けやき通り発展期成会 国道202号（福岡市内）

ＮＰＯ道守長崎 国道57号（長崎県雲仙市）

道守大分 国道10号（大分市内）

日南海岸地域シーニックパイウェイ
推進協議会 国道220号宮崎市～日南市

【活動のイメージ】

【指定のイメージ】

道守  Vol.32 道守  Vol.32 1415

　

ト
ル
コ
と
い
う
国
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ア
ジ
ア
の
西
端
に
位
置
す
る
日
本
の
約
２
倍
の

面
積
の
国
で
あ
り
、
約
７
，８
０
０
万
人
の
人
々

が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前

に
、
人
類
が
初
め
て
農
耕
を
営
ん
だ
地
域
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝
国
が
人
類
で

初
め
て
鉄
器
を
発
明
し
た
地
域
で
も
あ
る
。
近

年
は
、
シ
リ
ア
を
は
じ
め
、
周
辺
国
の
治
安
情

勢
が
厳
し
い
中
東
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
一
人

あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
０
，０
０
０
ド
ル
を
超
え
る

な
ど
、
こ
こ
10
年
間
で
大
き
な
経
済
発
展
を
遂

げ
て
お
り
、
平
均
年
齢
も
約
30
歳
と
非
常
に
若

い
（
日
本
は
46
歳
）。
今
後
さ
ら
な
る
発
展
が
見

込
ま
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
国
で
あ
る
。

　

ト
ル
コ
は
今
後
の
経
済
成
長
に
向
け
て
、
イ

ン
フ
ラ
投
資
を
非
常
に
重
要
視
し
て
お
り
、

２
０
２
３
年
の
ト
ル
コ
建
国
１
０
０
周
年
に
向

け
、
巨
大
な
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
が

多
数
予
定
さ
れ
て
い
る
。
道
路
分
野
に
お
い
て

も
、
２
０
２
３
年
ま
で
に
高
速
道
路
延
長
を
約

３
倍
（
約
２
，３
０
０
㎞
↓
約
７
，８
０
０
㎞
）

に
す
る
と
い
う
意
欲
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ト
ル
コ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
最
も
特

徴
的
な
の
は
、公
共
投
資
で
は
な
く
、民
間
投
資

の
活
用
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

多
く
は
Ｂ
Ｏ
Ｔ
（Built O

perate T
ransfer

）

方
式
※
を
導
入
し
て
い
る
。

※
民
間
の
事
業
者
が
自
ら
の
リ
ス
ク
で
イ
ン
フ
ラ
設
備

の
建
設
か
ら
運
営
ま
で
請
け
負
い
、
投
下
資
本
を
回

収
し
た
後
、
現
地
政
府
に
引
き
渡
す
方
式

　

近
年
の
代
表
的
な
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
総
延

長
約
４
０
０
㎞
、
総
事
業
費
約
60
億
ド
ル
の
ゲ

ブ
ゼ

－

イ
ズ
ミ
ル
高
速
道
路
が
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で

建
設
中
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
イ
ズ
ミ
ッ
ト
湾
を

横
断
す
る
橋
梁
建
設
に
は
、
日
本
企
業
が
参
画

し
て
い
る
。
イ
ズ
ミ
ッ
ト
湾
横
断
道
路
橋
は
、

中
央
径
間
が
１
，５
５
０
ｍ
の
世
界
第
4
位
の

吊
り
橋
で
あ
り
、
私
は
残
念
な
が
ら
開
通
直
前

に
帰
国
し
た
が
、
２
０
１
６
年
６
月
に
無
事
開

通
を
迎
え
た
。

　

ト
ル
コ
で
建
設
に
実
際
携
わ
っ
て
い
る
日
本

企
業
の
方
に
聞
い
た
話
と
し
て
非
常
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
海
外
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
受
注
す
る
こ
と
は
、
若
い
技
術
者
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ

で
技
術
力
を
継
承
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昔
の
日
本
の
長
大
橋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
技
術
者
も
高
齢
化
し

て
き
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
大
規
模
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
減
少
し
て
い
る
現
在
の
状
況
を
考

え
る
と
納
得
が
い
く
。
中
国
・
韓
国
な
ど
の
ラ

イ
バ
ル
と
の
競
争
が
激
し
い
海
外
市
場
に
お
い

て
、
高
い
技
術
力
を
売
り
に
す
る
日
本
企
業
が

勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
今
後
も
継
続
的
に
海
外

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
感
じ
た
。

　

最
後
に
。
ト
ル
コ
は
世
界
有
数
の
親
日
国
。

自
分
が
日
本
人
と
い
う
だ
け
で
、
自
然
と
好
印

象
を
持
っ
て
く
れ
る
（
こ
れ
は
本
当
）。
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
、
パ
ム
ッ
カ
レ
な

ど
世
界
遺
産
も
多
数
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
他
に
、
観

光
で
も
魅
力
的
な
ト
ル
コ
に
機
会
が
あ
れ
ば
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

古
く
て
、若
い
国
ト
ル
コ

高
速
道
な
ど
巨
大
イ
ン
フ
ラ
続
々

トルコの高速道路

イズミット湾横断道路橋（建設中、2015年3月）

イスタンブールの夜景（ボスポラス海峡）

カッパドキアの風景

プロフィール

米
よね

村
むら

 享
たか

紘
ひろ

国土交通省九州地方整備局
道路部道路計画第一課長。
2013年3月から2016年3月
まで在トルコ日本国大使館
勤務。2016年4月より現職。

トルコ
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薩
摩
川
内
市
南
の

玄
関
口
、
薩
摩
川
内

都
イ
ン
タ
ー
国
道
３

号
沿
い
の
「
干
支
の

門
松
」
は
、
本
市
の

年
末
・
年
始
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
道
守
」
や
「
交
通
安

全
」
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
付
近

の
国
道
３
号
等
道
路

清
掃
と
併
せ
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
松
や
干
支
（
十
二
支
）
に
つ
い
て
は
、「
川
内

大
綱
引
」
の
綱
を
再
利
用
。
門
松
は
、
直
径
１
ｍ
、
高
さ
４
ｍ
の
も
の

を
一
対
、
２
週
間
程
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
で
き
る
人
が
出
来
る
こ
と
を
や
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
当
会
の
活
動
と
し
て
「
国
道
３
号
の
除
草
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
月
１
回
の
定
例
会
」
地
元
「
川

内
大
綱
引
へ
の
参
加
」「
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
」
等
を
15
名
の
会
員

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
、
薩
摩
川
内
都
イ
ン
タ
ー
の
供
用

開
始
イ
ベ
ン
ト
へ
も
地
元
薩
摩
川
内

市
か
ら
の
要
請
で
、｢

つ
く
り
馬（
張

り
ぼ
て
）｣

に
よ
り
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
団
体
等
と
も
連
携
し
、「
地
元
が

元
気
。
ま
ち
（
薩
摩
川
内
市
）
が
元

気
」
と
な
る
べ
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

地
元
が
元
気
。ま
ち
が
元
気

荷
馬
車
組
合

　
会
長

　
前
田
健
治
さ
ん

○
熊
本
地
震
か
ら
1
年
、
今
回
は
観
光
の
復
興
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る

熊
本
・
阿
蘇
を
特
集
し
ま
し
た
。
昨
年
末
は
俵
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
4

月
24
日
に
南
阿
蘇
村
に
熊
本
復
興
事
務
所
が
開
所
、
復
興
事
業
の
推
移
や
地

元
の
方
達
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

○
今
回
、
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
お
休
み
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
引
き
続

き
、
道
守
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て
い
る
首
長
さ

ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
第
13
回
の
道
づ
く
し
、
鹿
児
島
の
方
た
ち
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

各
県
会
議
か
ら
の
活
動
報
告
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
ま
さ
に
、
地
方
の
輝
き
は
道

守
の
手
に
よ
る
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。
次
回
、
第
14
回
は
宮
崎
市
で
、
10

月
5
日
・
6
日
に
開
催
で
す
。
例
年
よ
り
ひ
と
月
早
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
道
守
さ
ん
た
ち
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

道守たちのトピックス
■
前
田
建
設
工
業
㈱
の「M

e-pon

」か
ら 

 
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
「M

e-pon

」
は
「M

aeda eco-point

」
の
略
称
で
、
社
員

の
方
が
環
境
活
動
に
参
加
さ
れ
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

る
制
度
で
す
。
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の
一
部
を
環
境
団
体

等
に
寄
付
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
守
九

州
会
議
に
寄
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
い
た
だ

く
と
の
こ
と
で
、
資

金
面
で
四
苦
八
苦
し

て
い
る
わ
が
団
体
に

と
っ
て
、
心
強
く
、

あ
り
が
た
い
申
し
出

に
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々

な
制
度
を
発
掘
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

風
景
街
道
は
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
連

携
し
な
が
ら
、
美
し
い
国
土
景
観
の
形
成
や
地

域
活
性
化
、
観
光
振
興
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
ル
ー
ト
内
に
美
し
い
景
観

な
ど
地
域
資
源
を
有
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
方
も
一
生
懸
命
活
動
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
、
多
く
の
人
に
風
景
街
道
の
活
動
に

つ
い
て
知
っ
て
頂
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
風
景
街
道
の
知
名
度
向
上
の
取
組

と
し
て
、「
風
景
街
道
」
と
「
道
の
駅
」
が
連
携

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
道
の
駅
で
の
情
報
発

信
を
展
開
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
国
が
管
理
す
る
国
道
の

「
道
の
駅
」
を
活
用
し
、
道
の
駅
の
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
か
ら
ポ
ー
タ
ル
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
風
景
街

道
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
風
景
街
道
ル
ー
ト
の
エ
リ
ア
内
に
は
、

現
在
、
道
の
駅
が
43
駅
あ
り
、
う
ち
国
の
管
理

す
る
国
道
に
は
道
の
駅
が
15
駅
あ
り
ま
す
（
平

成
28
年
度
末
時
点
）。
そ
の
中
で
平
成
29
年
４
月

に
は
６
駅
に
お
い
て
風
景
街
道
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
」
に
整
備
さ
れ
た
「
道
の
駅
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
」
に
接
続
す
る
と
道
の
駅
の
ポ
ー
タ
ル
ペ
ー

ジ
に
移
動
し
、
風
景
街
道
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
風

景
街
道
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
案
内
し
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
お
す
す
め
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
や
風
景
街
道
の

Ｈ
Ｐ
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
り
紹
介
。
各
道
の
駅
で
は
、
今
後
、
風
景
街

道
の
案
内
人
に
よ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

し
た
風
景
案
内
を
行
い
、
風
景
街
道
の
知
名
度

向
上
を
は
か
る
予
定
で
す
。

【
風
景
街
道
の
情
報
発
信
】（
６
駅
）

・（
長
崎　

国
道
４
９
７
号
）
さ
せ
ぼ
っ
く
す
99

・（
熊
本　

国
道
57
号
）
波
野
、
大
津

・（
大
分　

国
道
２
１
０
号
）
ゆ
ふ
い
ん

・（
福
岡　

国
道
２
１
０
号
）
く
る
め
、
う
き
は

道の駅の
Wi-Fiを活用した
情報発信

情報を発信する道の駅

くるめ

させぼっくす99

大津 ゆふいん

うきは

波野

九
州
地
方
整
備
局
（
新
）地
域
道
路
調
整
官

 

田た
の

浦う
ら 

峰ほ
う

星せ
い 

氏

　

地
域
道
路
調
整

官
は
、
本
年
４
月

よ
り
企
画
部
広
域

計
画
課
長
か
ら
現

職
に
就
任
。
熊
本

県
出
身
。「
日
々
、

道
守
活
動
を
つ
う

じ
て
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
道
守
会
員
の
皆
様
と

強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
よ
り
良
い
み
ち
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
語
ら
れ
て
い
ま

す
。

九
州
地
方
整
備
局
（
新
）道
路
情
報
管
理
官

 

栁や
な
ぎ

田た 

誠せ
い

二じ 

氏

　

道
路
情
報
管
理

官
は
、
本
年
４
月

よ
り
佐
賀
国
道
事

務
所
長
か
ら
現
職

に
就
任
。
宮
崎
県

出
身
。「
道
守
の

皆
様
と
は
道
守
九

州
会
議
設
立
の
時

か
ら
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
前
任
地

の
佐
賀
国
道
事
務
所
で
は
「
お
ひ
な
ま
つ
り
清
掃
活
動
」

や
「
Ｒ
２
０
３
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
楽
し
く
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
州
の
道
が
き
れ
い
に
な
り
、

地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
連
携
・
協
働
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

横
顔
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コーアツ工業㈱ ㈱駒井ハルテック　九州営業所 ㈱西海建設
㈱サタコンサルタンツ 三州技術コンサルタント㈱ 昭和コンクリート工業㈱　九州支店
新成建設㈱ 新日本技研㈱　福岡支店 ㈱新日本技術コンサルタント
㈱西部技建コンサルタント ㈱センコー企画 ㈱綜合技術コンサルタント　九州支店
そうじの会（多久の未来を創る会） 農事組合法人そよかぜ館（「道の駅大和」） 大日本コンサルタント㈱　九州支社
大福コンサルタント㈱ 太陽技術コンサルタント㈱ 瀧上工業㈱
宅島建設㈱ 谷川建設工業㈱ ㈱玉の湯
㈱地域科学研究所 中央復建コンサルタンツ㈱ ㈱長大　福岡支社
通信土木コンサルタント㈱　九州支店 ㈱東亜コンサルタント 東急建設㈱　九州支店
㈱東京建設コンサルタント　九州支社 利光建設工業㈱ 戸田建設㈱　九州支店
㈱友岡組 ㈱名村造船所　福岡営業所 南生建設㈱
西日本技術開発㈱ 西日本コンサルタント㈱ 西日本コントラクト㈱
日鉄鉱コンサルタント㈱　福岡支店 （一財）日本造園修景協会　大分県支部 ㈱野村建設
葉隠会道守部会 ㈱萩原技研 範多機械㈱　福岡営業所
㈱ピーエス三菱 ㈱日髙時計本店 ㈱福山コンサルタント
㈱冨士設計 ㈱富士ピー・エス ㈱ぶぜん街づくり会社（「道の駅」豊前おこしかけ）
復建調査設計㈱　九州支社 前田建設工業㈱　九州支店 松本技術コンサルタント㈱
㈱丸福建設 ㈱水野建設コンサルタント 宮崎空港ビル㈱
㈱宮崎産業開発 宮地エンジニアリング㈱　福岡営業所 八千代エンジニヤリング㈱　九州支店
㈱ヤマウ ㈱ヤマックス ㈱ワンステップ
個人会員70名

※順不同


